
固体バイオ燃料及び熱生成バイオカーボンのISO規格を審議するTC238の第16回国際会議が、このたび日本
で初めて開催されました。会議内容と今後の展開をを知っていただきたく、開催報告会を開催いたします。
特別講演として、熱生成バイオカーボンの規格化を主導しているカナダ・Maurice Douek博士に今後の展望を
説明いただく予定です。是非この機会に多くの皆様のご参加をお待ちしております。

ISO/TC238 Solid Biofuels and 
Pyrogenic Biocarbon
(固体バイオ燃料及び熱生成バイオカーボン)

第16回国際会議 in東京 報告会

一般社団法人固体バイオ燃料標準化協議会（JBSA）E-maii: main@jbfsa.org

■定員 50名（対面参加者） ■参加費：無料
※JBSA会員はオンライン参加も可能です。

下記お問合わせ先宛に、件名を「ISO/TC238報告会申込」とし、別添の申込書及び秘密保持誓約書にご記入のうえ、
、2025年11月24日(月)までにEメールでお申し込み下さい。なお会場参加につきましては定員に達した時点で締切らせ
ていただきます。またJBSA非会員の方には原則として会場参加に限定させていただきます。

■プログラム（予定） 司会：吉田貴紘（TC238 国内審議委員会委員長（JBSA理事））

開会挨拶 固体バイオ燃料標準化協議会（JBSA) 代表理事 岡本利彦
全体概要報告 TC238国際会議実行委員長（JBSA副代表理事） 河本直毅
特別講演 「Pyrogenic Biocarbonの国際標準化を巡る展望（仮題）」

カナダ Maurice Douek博士（TG1,WG4座長）（録画講演）
各WG、TG報告 （JBSA理事 河本直毅、小島健一郎、武昌信、村上宜之、吉田貴紘）
TG1：バイオカーボン WG1：用語 WG2：燃料の特性及び分類
WG4：物理及び機械的試験方法 WG5：化学的試験方法
WG6：サンプリング及び試料調製 WG7：バイオ燃料の安全性
質疑応答

■日時 2025年11月27日（木）14:30～16:30
■場所 エッサム神田ホール2号館

（〒101-0047 東京都千代田区内神田３丁目２４−５ JR神田駅東口より徒歩２分）
※ハイブリッド形式で開催。ただしオンライン参加は原則JBSA会員に限ります。

■お問い合わせ先

■申し込み方法

固体バイオ燃料標準化協議会（JBSA）
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